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講評 

難易度：昨年並  分量：昨年並  一次通過ライン：75％程度（二次正規合格には 85％程度） 

 

１硫黄の単体とその化合物、炭素の単体とその化合物に関する問題 

硫黄（同素体、接触法、希硫酸の第二段階電離度を求める）と炭素（一酸化炭素、フラーレンの C＝C 数、ダイヤモンドの C－C

結合エネルギーを求める）でした。無機化学分野の知識で答える問題だけではなく、硫酸の電離平衡に関する問題・結合エネ

ルギーを求める問題など理論化学分野の問題も含まれていました。計算が必要な問題をいかに速く解答できたかがポイントとな

ったでしょう。また、フラーレンにおける二重結合の本数を求める問題には思考力が必要でした。 

 

２気体の計算問題（基本的） 

水素と酸素の混合気体の燃焼についての計算問題でした。蒸気圧が絡む定番の問題であり、完答したいところです。 

 

３ペプチドの誘導体（アスパルテーム）の構造決定の問題（やや難しい） 

アスパルテーム（N 末端から順に Asp、Phe、メタノールが結合した化合物）の構造決定の問題です。アスパルテーム自体はテキ

ストに取り上げられることの多い物質なので、演習したことがある人には有利だったかもしれません。アスパルテームのことは知ら

なくても、問題に与えられた情報だけで十分解答できます。とはいえ、情報が多かったので、選択肢を先に見るなどしてできる限

り速やかに解答できたかがポイントかと思います。 

 

埼玉前期は化学のみに割ける時間が（単純計算で）45 分しかないため、時間との勝負になります。しかし、計算問題では面倒に

ならないように数値が工夫されているなど、無駄に時間がかからないようにはなっています。何とか上記の％は確保したいところ

です。全体として、大問が 3 題、全マーク数が 33 で、難易度は例年どおりだったと思います。試験時間が短めですので、速やか

に解ける問題から解き、はまりそうな問題からはいったん離れるなど、試験中の自己管理ができるとよいと感じました。 


